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 設　立　　２０１１年８月 

 職員数　　８５名（パート含む） 

 事業内容 

　　・介護事業 

　　　　小規模多機能型居宅介護 

　　　　居宅介護支援事業所 

　　　　訪問介護 

　　　　サービス付き高齢者向け住宅 

　　・障害者福祉事業 

　　　　就労継続支援B型事業 

　　　　放課後等デイサービス 

　　・幼児教育事業 

　　　　企業主導型保育園 

　　　　biima sports （パートナー事業） 

　　・メディカルサポート事業



医療法人モクシン 堀田修クリニック(HOC)

 開　業　　２０１１年９月 

 住   所　　仙台市若林区六丁の目 

　　　　　　　　　　　　　南町2-39 
 診療科目　内科疾患全般、腎疾患、 
 　　　　小児科、訪問診療、訪問看護 

 理事長　　堀田 修(ほった　おさむ） 

 職員数　　４０名（うち医師４名、 

 　　　　　　　　   非常勤歯科医2名） 



地域の社会課題に多層的なアプローチで 
住みやすい地域へ

医療

介護・看護

子供・障害者支援

地域教育

地域づくり



2015年7月から若林区荒井にて小規模多機能型居宅介護をスタート

この事業所がここにあってよかった！と言ってもらえる事業所を目指しています



C

認知症が悪い？！ 

環境や社会の理解が 
足りないのでは？



「認知症の高齢者」ではなく、一人の 「人」
いかにして、その「人」の暮らしに 

寄り添い切れるか





多くの高齢者やご家族と接する中で、 
「家族でなければならない部分は多いが、 
もっとサービスや地域でサポートして 
楽しく幸せに過ごせないだろうか？」という疑問を持ち 
より良いサポートの形を模索しています。



子どもたちに  

どういう未来を  

繋いでいくか



医食住と学びの多世代交流複合施設 

アンダンチ 

2018年7月１日オープン



住みたいニーズ 
と 

看護小規模多機能へ

グループホームと看護小規模多機能



高齢者の「暮らし」
を考えた時 
建物完結型の 
施設生活って 
幸せなのか？



ただただ 
残された時間を 
浪費して 
ないか？



医療介護も予防へ 
暮らしの保健室の活動

暮らしの保健室と飲食（ライフスタイルの提案）



暮らしの保健室HPより



荒井西土地区画整理組合HPより



荒井西土地区画整理組合HPより
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放課後等デイサービス
アスノバ



地域の状況

震災の集団移転地域でもあり、仙台市の土地区画整理
事業として都市計画の一部となっている。 

　地域住民は大きく３つの区分けができる 

　　・従来より住んでいる方々 
　　・震災後に移転してきた方々 
　　・地下鉄もできて、ニュータウンとして 
　　　　　　　便利だから引っ越してきた方々



課題認識

「介護」を深く考えていくと、その方の生活や暮らしと
密接に関わっている。 

地域全体を考えることと同義になる。 

福祉からの視点でのまちづくりの拠点化。 
年齢、性別、障害の有無関係なく、医食住がバラバラと
なっている現状を無理のない形で、寄り戻したい。



赤ちゃんからお年寄りまで、 

障害があってもなくても 

それぞれの役割の中で、 

心豊かに暮らす。 

そんなまちづくりの拠点

コンセプト



・高齢者の「暮らし」

・子供から大人までの学び

コンセプトメイキング







アンダンチという「場」を持ったことで、地域の声が 

聞けるようになった。建物完結型にせず福祉施設と 

地域との接点となる賑わいづくりに取り組んでいる。



目指すもの
少子高齢化が進み、多死時代を迎える日本において、
様々な状況の人が楽しく幸せに豊かに過ごして、 
最期を迎えることが出来る社会を創ることが、高齢者の
みならず、今の子供世代にとっても非常に重要であると
考えている。 

色々な状況の人が幸せに過ごせる場、世代がしっかりと
繋がっていく場を創り出し、一人ひとりが心地よいと感
じる地域の縁側のような、私たちが考える明るい未来へ
とつながる21世紀の新しい暮らしを提案して参ります。



新たな「暮らし」の提案 と 地域の方が行き交う場所を目指し 
まだまだ試行錯誤していきます

日常の情報発信をぜひチェックください


